














































































 「年譜」本文の後に、 【典拠】として、文献の原文、未公刊資料の翻字等を示し、典拠が複数の場合は番号を付して併記した。 【注記】の項には、内容の解説、考証等を記した。
　
一、
 引用文の仮名づかいは、原文のままとし、字体は概ね現行の印刷文字に改め、読解に必要なルビを残した。傍点 圏点 原文 ままとした。
　
一、
































































































の大きさは均等とした。□は判読不能。■喜多村は愈よ歌舞伎座に来る事となつた。彼の奥行の深い芸風は、大連観客の心をチヤームせずには置かぬ。喜多村は何と云つても新派劇壇の大立物である。大連劇壇あつて始めて大芝居が見られる訳である。■私が喜多村緑郎と舞台以外に知つたのはもう十年前の昔 その頃私は東京で歌舞伎に関係し『演芸』を主宰 てゐた。関根黙庵、泉鏡花、井出蕉雨、山岸荷葉、鈴木春浦君等の交友厚か で、それ等の人の紹介で新旧役者と往復するやう なつた。喜多村と知り合つたのも丁度その頃 当時喜多村は根岸に家を持つてゐた■その頃、同じく知り合つた俳優───今の幸四郎や河合武雄などの、心にも無い世辞を云つて、只管私達の顔色を窺ふ卑 い肌合の役者計り 中に喜多村のみは、全くの書生肌の竹を割つたやうな気質が、私 心に非常 快感を与へた。そして喜多村は俳句や江戸小唄の趣味もあれば 鏡花張りの文章や小説の一つも書くので、当時鏡花宗であつた私と喜多村とは期せずして趣味が一致した。そしていつとはなく漸次接近し 。
（…）
















































































念の為芝より先生御存生 頃おちかづきの方々の所がき一帳かりて参 候くり返し申候うち丸山新町二十番地 すまゐにて御主人様おん名見え申候おなつかしく存じ 、通知はみなにて三百枚おんまへ様に御目にかけ候と京都の喜多村とのほかは残らず東京と横浜ばかりに候』と。　
予と紅葉山人とは時代も異なり又職業も異なりしが種々の連鎖にて相識る
中となりき。予の紅葉山人に始めて逢ひしは新潟 裏町に於てなりき。当時予は廿六歳の大学生にして角帽短袴、新しき歌道を弘めむとの大望を抱 単身北陸佐渡の地を巡回せし時なり。山人は文壇の驍将として名声赫々、読売紙上に煙霞療養をも せられ 佐渡ヶ島に於て巡遊時を同うせし関係は予と山人との中 結びつけたる最初の連鎖なりき。　
予は大学卒業後、間もなく官命に接して留学の途に上る事となれり。予の






















































呻吟候ふ身 は胸臆の中謂ふ可からざるも 有之候』に山人既に不治の症たる胃癌たる事を知られて後の事なり。 『かゝる時こそげ 〴〵命をしく候』と読みて予は涙に咽びたり。予が独逸留学地
フライブルグ
市に到着せしは此年
























































巻」と「星の歌舞伎」とは、共 より江夫人をモデルとして書かれたも である」 。みずからを 針でつゝいた一滴の血にも足がふるえ 絵や芝居の幽霊に数日おびやかされる臆病者の私」






















































































































らの「辰巳巷談」と、月次の上演が続い いた。原作は、深川の船頭宗平が 親元身受け」の金を工面して廓を出られた洲崎 娼妓胡蝶
（今はお君）
、これにお君
の思い人の書生鼎、彼の実母沖津 絡む筋で、自由廃業の件は出てこないが、三か月連続の上演を承けて世上喧 い話題を当込み 新味を出そうとした脚色であり、この年十一月
（二十九日初日）
の宮戸座では、伊井蓉峰一座の「自由廃業」という
























































































































春陽堂）の裏表紙に献呈署名した珍しいものである。弟子の本に師匠が署名して寄贈することは少ないから、やはりそれだけ紅葉は鏡花を買っていたということになるのかもしれ 。献呈先の大嶋なる人物は特定できないのでご教示願いたい。なお同じ口で古書市場に出品された大嶋宛『金色夜叉』前編の献呈本は署名が 「十千万堂」 となってい で、 この雅号の通じる範既 ［囲］の人物であることは間違い さそうだ。　
ところで署名は原則として見返しにされるものなので、それ以外の場所に




















































































































































































を見に来て居りました。所 段々芝居を見て居る中 此二人が紅葉先生に会ひたいと言ひ出して、誰か紹介して呉れる人はなからうかと云ふ で、其毎日東京座で二人を呼んでる人を私が知つて りました 、私に頼んだらと云ふので、私から鏡花君に頼んで、さう 紅葉先生にそれを通じました。紅葉先生は其時病気が重い時だが、会ふと云ふので、そ で二人が会ひ 行つたんです。　
所が会ひに行つて見ると云ふと、お定と云ふ人は、若い時に紅葉が吉原で


































































































































































































































































































































































の築地花廼家における会のことだと思われるが、 すずの 「保名」 の踊りとともに、 「兄さん」＝鏡 の「我もの」















あまりに有名である。が、 「お江戸日本橋」の、 『日本橋』の序まく茅の家の場につかはれ、 「夕立」の、 『湯島詣』の歌枕の場につかはれてゐることを知るものはすくない。　
なほ『稽古扇』の紋次の出にうたふ「恋ゆゑに、魂ぬけてとぼ〳〵と、来
てみりや小春の人でなし、 」といふさのさぶしは、 「わがもの」とゝもに、先生いよ〳〵御機嫌になり来つたときの演伎曲目の一つである。
































































































































































































ずゐぶん東京は御暑うございます、御国は如何ですか、御忙しうございますか。主人を見送つてから東京へ参りまし もう十日になりま が 暑くて〳〵外出も何もできません、岡田さんと小此木さんとへお義理に一寸顔を出 たばかり、毎日〳〵ぐづ〳〵と暮してをります、 う〳〵夏目先生へ先日夕方に一寸伺ひました、思つたよりは御丈夫なので安心いたしました、あなたのお話がでましたよ、まじめな、今の世に 珍しいかたゞとおつしやつていらつしやいました、
（…）
今はほんとに暑うて〳〵御上京をおすゝめするわけには






































































































































間の後藤良介との合同一座で、一番目「不如帰」二番目「心中天網島」三番 喜劇「角兵衛獅子」をお目見得とし 二十日から二 替りで「婦系図」となった。典拠
6の通り、早瀬主税役は藤野秀夫
（明治十一年五月十六日生、昭和三十一年二月十
































































































































（ 「日本古書通信」七十巻三号、平成十七年三月十五日）鏡花本は見返しに木版画の入っているものが多いこともあって、署名が扉や扉対向ページにされている本が多数派を占める。さらには、そこに書くのに鏡花が慣れたからなのか知らない 、見返しに木版画がなくて 扉付近に名がなされている例もある。　
つい先日古書市場に出てきた『菖蒲貝』
（大正四年・植竹書院、見返しは色















































































































を単行本化する際、 本書との書名の紛糾を避けて 「ゆかりのおんな」 を角書にし 『櫛笥集』としたこと



























































心法寺は現在、 地番が変更になり麴町六丁目にあるが、 十丁目から変ったのは 『斧
琴菊』刊行の四か月後 昭和九 七 一日であり
（ 『麴町区史』昭和十年三月三十一日）
、





















































つた。そこでわたくしは、早速、名古屋の寺田栄一君に桑名へ連れて行つてもら して、原作の湊屋そつくりの船津屋といふ宿屋の、揖斐川に面した一室で、土地の老妓に、 「桑名の殿さん時雨で茶々漬」だ 「桑名名物ストドコドンの石取まつり」だの いろ〳〵古い唄をきかせてもらつたりした。　
三月ほどしてわたくしの脚色は出来上つた。幸ひに、その脚色は、二三の
こまかい直しだけで先生を及第した。……が、それが……その原稿を御覧に入れに出たのが、番町のお宅の二階で、健康な、元気のいゝ先生にお目にかゝつた最後だつ 。……それから間もなく、先生は、暑気あたりでおやすみになつた。……そして、そのまゝ、九月、残暑の強い午後 お亡りにな た……　
今年の四月、わたくしは、日本評論にこれを発表 た。と、七月、新生新






























身の「女の件で少々芝居気を出してくれとの注文」により時間が押して、最後の二章の大詰を局のアナウンサーがまとめざるをえない仕儀となり、鏡花喜多村ともども不本意のものであった。舞台での初演、さらに映画化は鏡花 歿後に、喜多村ではなく、弟子の花柳章太郎によって実現し のであ 。　


















































































































































































































































往時の「独参湯」たる 鏡花もの」上場にかけられていたと言えようし、就中「歌行燈」初演は旧来の「鏡花もの」に新面目を加えるものだっ 考 ら る。　
ただし、 「歌行燈」は明治座の舞台初演以降、東宝の映画化をはさみ、東京では
昭和三十五年三月新橋演舞場公演までの二十年間、再演が確認でき おらず、この点についても別稿で検討することにしたい。［付記］　
本文中にお名前を記した方々のご教示のほか、資料の調査に関しては、国立国
会図書館、日本近代文学館、青山学院大学図書館、本学図書館近代文庫のお世話になった。併せて深謝申し上げる。
（よしだ
　
まさし
　　
日本語日本文学科）
